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What’s new? 
1. Custom Report Builderが利用可能になりました 
2. 企業の「Active List」をレポートリストとして使用できるようになりました

3. インアクティブ企業がIndustry Peers（業界の同業他社)で利用可能になりました 
4. 比率系列（レシオ・シリーズ）の追加と一括エクスポート機能

5. ChartおよびPrice Performanceモジュールでカスタム期間オプションが利用可能になりました

6. 企業検索に価格変動値が追加されました

7. 子会社データがCompany Overview（企業概要)から利用可能になりました

8. 氏名による役員Executive（役員）検索機能

9. その他の機能強化

1. Custom Report Builder（カスタムレポートビルダー）

Custom Reportオプションが、メインの「Reports」メニューおよび「Company/Reports」メニューの両方に追加さ

れました。メインの「Reports」メニューから、トップメニューにある Custom Report を選択し、企業を検索して

から、左側のメニューよりレポートに含める項目を選択してください。選択された項目は右側のリストに表示さ

れ、右端のボタンを使用して、項目の順序を上下に移動させることができます。レポートの表紙と目次は、  

チェックボックスを使用してオプションでレポートに追加することが可能です。PDFレポートを生成するには、

Generate Report ボタンをクリックしてください。

Note: Supply Chain のコンテンツは、別途契約が必要です。契約者のみ、選択リストに表示されます。 

2. 企業レポートリストとして使用する「Active List」

ユーザーの Active List に登録された企業は、検索やレポート作成の対象リストとして使用可能になりました。これ

により、設定された企業リストに基づくレポートが作成が可能になります。まず、Active Listに企業が登録されてい

ることを確認してください。画面上部の 「Show Active List」 ボタンで編集可能です。次に、「Use Active List for
search universe」 のチェックボックスにチェックを入れてください。



 

最後に、レポートに含めたいデータ要素を選択し、「View Results」ボタンをクリックしてください。 

3. インアクティブ企業が「Industry Peers」（業界の同業他社）で利用可能になりました

Industry Peers（業界の同業他社)レポートの結果にインアクティブ企業を含めるには、画面上部の

Optionsボタンから「Include Inactive Companies」のチェックボックスを選択してください。 



 

インアクティブ企業を含むIndustry Peers（業界の同業他社）レポート:

4. 比率系列（レシオ・シリーズ)の追加と一括エクスポート機能

「Company Financials」ページに2つの新しい比率系列（レシオ・シリーズ）が追加されました。「Total 
Debt/Equity%」（総負債／株主資本比率％）と「Interest Coverage」（インタレスト・カバレッジ）の

年次および中間期系列（シリーズ）が、閲覧・チャート表示・エクスポートで利用可能になりました。

さらに、「Company Financials」にある比率系列（レシオ・シリーズ）を、Active Listを使用して最大10社分を

一度にエクスポートできるようになりました。まず、Active Listに企業が登録されていることを確認してくだ

さい。Active Listは画面上部の 「Show Active List」 ボタンで編集可能です。次に、対象企業の 
「Financials/Ratio Series」 ページに移動します。項目の横のにあるチェックボックスを使用してエクスポート

したい比率を選択し、Export Selected ボタンをクリックして Advanced Export ダイアログを開きます。このダイ

アログから 「First 10 from Active List」 を選択し、エクスポートボタンをクリックすると、CSVファイルが生成

されます。エクスポートするデータの年数は任意で設定可能（デフォルトは3年）です。チェックした比率項

目に加え、ダイアログボックスから比率（レシオ）レポート全体をエクスポートすることも可能です。



 

5. ChartおよびPrice Performanceモジュールでカスタム期間オプションが利用可能になりました

ChartおよびPrice Performanceページのチャート表示機能で、カスタム期間を設定できるようになりました。

「More」ドロップダウンメニューから 「Custom」 オプションを選択すると、開始日と終了日のカレン

ダーが有効になります。カレンダー表示で開始日と終了日が変更されると、チャートは動的に更新されま

す。

6. 企業検索の選択リストに価格変動率が追加されました

企業検索ページの「Select Data Items」メニューに、さまざまな期間をカバーするPrice Performanceデータ

変数が追加されました。



 

7. 子会社データがCompany Overview（企業概要)から利用可能になりました

Mergentの子会社データが、Company Overview（企業概要）ページの「Subsidiaries」リンクを使用することにより

アクセス可能になりました。

8. 氏名による役員Executive（役員）検索機能

 Market Atlasのホームページから、「Executive Search」のトグルオプションを使用して、企業の役員を氏名で

検索できます。姓と名を入力し、「View Results」をクリックしてください。姓、および名のイニシャル

（少なくとも1文字）が必要です。 



 

検索結果には、一致した役員について、氏名、会社名、性別、年齢、役職の情報が表示されます。 

氏名をクリックすると、Executive Officer Detailポップアップが表示されます。 

その他の機能強化 

a. Price Performance StatisticsページがPrice Performanceモジュールに追加されました。

b. Company Overview ページにMiscellaneous（その他の項目）が追加されました。

（発行済株式数、浮動株、普通株主数、インデックス構成銘柄）

c. 価格ベータ値がCompany Fundamental reportとCompany Expanded reportに追加されました。


